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　東証による「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」に関する要請がきっかけとなり、企業は
資本コストをどのように把握すべきか、また資本コストを意識した経営の推進をどのようにすべきかが、大きな
論点となっている。本稿では、残余利益モデルを用いた資本コストの推定方法を提示し、かつその推定値を財務・
非財務含む様々な要因に分解することで、企業との対話の際に企業の強み・弱みを見える化する手法を提示する。
さらに、オルタナティブデータの活用事例として非財務の中でも定性的な情報を多く含む統合報告書のマテリア
リティ評価を行い、それを集約したスコアが資本コストの低減に寄与するとの試行的な検証結果を報告する。

資産運用におけるオルタナティブデータ活用の現在と今後

オルタナティブデータのエンゲージメントへの活用
―資本コストGAP分析のエンゲージメントへの活用と統合報告書の 

マテリアリティ評価について―
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